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渚友のつどレ・（6月16日松葉荘）

今年・明治43年生まれ（83名）の方々が、めでたく喜

寿をむかえられ、66名が出席し、喜寿の祝いがおこなわ

れました。

主な内容
［＞議会報告………………〔2〕

〉7．6同日選挙結果…〔3〕
〉ミ花いっぱい運動，発車〔4〕

［＞記念誌用写真から……〔5〕

〉皆スポーツの月・…〔6～7〕

：〉町史の窓………………〔8〕

1〉故数藤さん叙勲………〔9〕

i［＞ガイド情報……………〔10〕

i〉障害基礎年金…………〔11〕

’〉戸籍の窓から…………〔12〕

休日救急医

7月13日大島医院（川原町）52－2957

20日山口医院（更蓋冑）55－2003

27日千手診療所（中央町）68－2034

8月3日　至誠堂医院（西浦町）52－3276

10日　池　田　医　院（本町西）52－2581
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告

会　
　
　
報

議

　
第
三
回
町
議
会
定
例
会
が
、
六
月
二
十
六
日

か
ら
七
月
二
日
ま
で
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
あ
と
、
診
療
所
条
例
な
ど
条
例

改
正
八
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
衆
院
選
経
費

を
主
体
と
し
た
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
専
決
処
分
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
六
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
町
政

に
対
す
る
一
般
質
問
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

消
雪
剤
の
全
面
撒
布
を

◆
上
村
広
治
議
員

　
三
年
連
続
の
異
常
豪
雪
が
今
後
も

続
く
も
の
と
想
定
し
、
特
別
豪
雪
地

帯
の
当
町
と
し
て
は
、
積
雪
深
一
ニ
メ

ー
ト
ル
以
上
に
な
っ
た
ら
、
常
に
消

雪
剤
を
全
面
撒
布
す
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　・　　　　　　　　　．　　　　　　　　●　　　　　　　　．　　　　　　　　一　　　　　　　●　　　　　　　，　　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　，　　　　　　．　　　　　一　　　　　一　　　　　顧　　　　．　　　　●　　　　o　　　　・　　　●　　　．　　　o　　o　　o　　葡　■　一　〇
〇・曹

◇
南
　
雲
　
町
　
長

積
雪
三
メ
ー
ト
ル
と
い
う
現
在
日

を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

国
、
県
の
方
針
に
全
面
的
に
依
存

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
し
に
、
特

別
豪
雪
地
帯
の
自
治
体
と
し
て
、
基

本
的
な
姿
勢
、
方
針
の
確
立
を
考
え

て
い
る
。

　
農
業
者
ご
自
身
の
負
担
な
し
、
と

い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
た
ば
こ
に
特
定
し
て
、
奨
励
金
に

町
費
の
上
乗
せ
を
す
る
こ
と
は
、
現

時
点
で
は
積
極
的
に
対
応
し
か
ね
る
。

　
ポ
ス
ト
三
期
対
策
の
全
体
像
の
中

で
、
農
業
や
関
係
機
関
な
ど
と
積
極

的
に
協
議
し
、
前
向
き
に
取
組
む
所

存
で
あ
る
。

耕
作
地
団
地
化
を

　
　
　
積
極
的
に

　
た
ば
こ
生
産
の
多
い
上
野
地
区
で

は
、
た
ば
こ
団
地
化
を
望
む
と
同
時

に
、
た
ば
こ
の
転
作
奨
励
金
が
、
一

般
作
物
並
み
に
低
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。
特
産
物
（
特
定
作
物
）

の
団
地
造
成
と
の
関
連
性
を
あ
わ
せ

て
、
町
と
農
協
で
積
極
的
に
協
議
し
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

現
有
施
設
活
用
観
光
地
づ
く
り
を

◆
平
野
正
義
議
員

　
野
口
の
水
ば
し
ょ
う
、
節
黒
城
跡
、

二
六
公
園
の
ブ
ナ
林
と
モ
ト
ク
ロ
ス

場
三
カ
所
の
現
有
施
設
を
有
効
に
活

用
し
、
町
の
メ
ー
ン
と
も
い
え
る
観

光
地
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
。祭

り
を
四
季
の
催
し
に

　
前
記
場
所
の
そ
れ
ぞ
れ
水
ば
し
ょ

う

祭
、
山
開
き
祭
、
そ
し
て
ブ
ナ
林

祭
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
祭
行
事

を
、
年
一
回
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
、
年
数
回
四
季
の
催
し
と
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

観
光
地
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
元
の
計
画
、
立
案
を
得
な
が
ら
、

観
光
地
づ
く
り
を
実
現
し
た
い
。

　
一
部
主
催
者
だ
け
の
お
祭
り
に
終

わ
ら
せ
な
い
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

施
設
P
R
の
波
及
効
果
が
得
ら
れ
、

地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ
な
ら
、
大

い
に
開
催
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

主
要
地
方
道
の
国
道
昇
格
運
動

◆
滋
野

郎
議
員

　
主
要
地
方
道
小
千
谷
－
十
日
町
－

津
南
線
の
国
道
昇
格
問
題
に
つ
い
て

は
、
約
二
十
年
間
意
見
具
申
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
国
、
県
へ
の
働
き

か
け
の
過
程
で
座
折
の
繰
り
返
し
に

終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
沿
線
市
町
村
と
提
携
し
、
一
大
運

動
を
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

　
こ
の
路
線
の
国
道
認
定
は
、
他
の

路
線
認
定
と
蛇
架
・
し
て
き
わ
め
て
む

ず
か
し
い
実
情
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
町
の
最
も
重
要
な
路
線

で
あ
る
。
雪
対
策
を
中
心
と
し
た
町

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
な
ん
と
し
て

も
国
道
昇
格
を
か
ち
と
り
た
い
。

国
道
四
〇
四
改
良
の
見
通
し
は

◆
戸
田
哲
次
議
員

　
国
道
四
〇
四
号
線
改
良
事
業
の
見

通
し
等
将
来
計
画
と
町
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
。

大
沢
線
改
良
促
進
と

　
　
西
山
橋
早
期
架
替
を

　
小
千
谷
～
大
沢
線
改
良
促
進
と
西

山
橋
の
架
替
実
現
の
た
め
、
当
局
の

特
別
な
ご
配
慮
を
願
い
た
い
。

白
倉
集
落
広
場
の
見
通
し
は

　
白
倉
地
域
で
要
望
し
、
す
で
に
計

画
中
と
き
い
て
い
る
集
落
広
場
施
設

整
備
事
業
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

　
総
事
業
費
七
十
五
億
円
お
よ
そ
十

五
年
間
を
要
す
る
大
事
業
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
じ
め
て
三
千
万
円
の
予

算
が
つ
い
た
。
こ
の
改
良
が
、
地
域

振
興
の
引
き
が
ね
と
な
る
よ
う
関
係

者
と
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
西
山
橋
は
、
資
材
を
運
ぶ
道
路
改

良
が
出
来
て
な
い
と
県
当
局
の
答
弁
。

集
落
広
場
は
、
仙
田
地
域
就
労
セ

ン
タ
i
建
設
と
の
関
連
で
一
年
繰
り

延
べ
と
な
っ
た
。

　
補
助
対
象
外
の
用
地
収
得
を
本
年

度
中
に
や
り
、
六
十
二
年
度
は
確
実

に
実
施
し
た
い
。
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驚・6陶日選

癬酉町の

果結

当日の有権者数
　男3，382人
　女3，640人
　計1ス022人

　
七
月
六
日
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
、
そ

れ
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
開
票
は
、
翌
七
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
五
十
五
年
六
月
一
一
十
二
日
行
わ
れ
た
も
の
と
同
様
、

四
種
類
の
投
票
を
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
の
経
験
を
ふ
ま
え
て

各
投
票
所
と
も
、
投
票
者
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
さ
ら
に
工
夫
し
ま
し

た
が
、
や
は
り
、
衆
、
参
別
の
候
補
者
を
逆
に
記
名
し
た
も
の
な
ど
、
か

な
り
の
票
が
“
む
だ
”
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
西
町
の
開
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。
　
（
国
民
審
査
は
省
略
）

◇
投
票
者
数

◇
投
票
率

◇
有
効
投
票

◇
無
効
投
票

◇
候
補
者
別
得
票

宮
越
馨

佐
藤
節
夫

白
川
勝
彦

田
中
徳
光

筒
井
信
隆

高
鳥
修

六
、
三
〇
六
人

八
九
・
八
○
％

六
、
一
五
四
票

　
　
一
五
二
票

（
届
出
順
）　
　
　
六
一
票

　
　
　
二
三
票

三
、
六
九
五
票

　
　
　
四
三
票

、
一
一
一
票

　
、
二
一
二
票

7月6日午後7時、各投票所から勢ぞろいした投票箱

◎
新
潟
県
選
出
議
員

◇
投
票
者
数

◇
投
票
率

◇
有
効
投
票

◇
無
効
投
票

山
ハ
、
一
二
〇
一
一
西
ホ

八
九
・
七
五
％

五
、
六
九
七
票

　
　
六
〇
五
票

　◇
　候
　補
　者
　別
＿得
届票
出
順
）

志
苫
裕

長
谷
川
信

長
田
彫
潮

村
田
一
男

二
、
二
〇
票

三
、
三
九
六
票

　
　
　
三
六
票

　
　
一
五
五
票

◎
比
例
代
表
選
出
議
員

◇
投
票
者
数

◇
投
票
率

◇
有
効
投
票

◇
無
効
投
票

◇
政
党
別
得
票

六
、
二
九
九
人

八
九
・
七
〇
％

五
、
八
六
五
票

　
　
四
三
四
票

届
出
順
）

日
本
社
会
党

日
本
み
ど
り
の
党

自
由
民
主
党

雑
　
　
民
　
　
党

大
日
本
誠
流
社

教
　
　
育
　
　
党

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
新
党

老
人
福
祉
党

新
自
由
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

税
　
　
金
　
　
党

一
、

三
、

社
会
を
明
る
く
住
み
よ
く

す
る
全
国
婦
人
の
会

三
五
二
票

　
　
九
票

〇
四
五
票

　
　
三
票

　
　
○
票

　
　
三
票

四
七
票

　
三
三
票

四
〇
票

一
七
一
票

四
七
票

　
一
〇
票

公日第民年世福
　本＿
　教一　　界
明豆院社金浄祉

解　霊
党鑑ブ党党会党
　嶺

7月7日午前8時30分、開票開始を宣言する滋野開票管理者と
開票立会人

四
三
票

　
　
二
票

二
一
票

四
〇
六
票

四
四
票

　
　
一
票

五
六
一
二
票

正
義
と
人
権
を
守
り
明
日
の

日
本
を
考
え
る
救
国
斬
妊
党

社
会
主
義
労
働
者
党

M
P
D
．
平
和
と
民
主
運
動

民
　
　
声
　
党

日
本
み
ど
り
の
連
合

日
本
世
直
し
党

協
　
　
和
　
　
党

環
　
　
境
　
　
党

二
票

一
票

八
票
　
　
艇

九
票
6

　
　
9

一
票

三
票
一
票

○
票

85・74　85．72

驚
議

（
県
知
事
）
8
1．28

91．60 9189

過　去　の　投　票　率

91・91　．　91．50

県
知
事
）
85．15

84．17

癒
鐵
P

87．85

投票率
％

衆
薩
樂
騰

萎
隣
（
鐘
）

参
騰
燃
糞
響

（　　89㌧46

選
挙
の
種
類

難
難
嚢

参
騰
、
燃
趣

参
隣
礁
塗
耀

県
議

衆
驚

52　　52　　52
7　　　7　　　8　　　4

55　　　　54　　　　55　　　　55　　　　55

　10　　　6　　　6　　　6　　　4

57　　　　58　　　　58　　　　60　　　　61

　4　　　12　　　8　　　5
執行
年月
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ド以ゴビxア

〆
　
サ

“花いつぱい運動．発車
　　　雛蟹蟹盤雛欝雛盤藩雛雛盤盤盤

全戸に種苗各5本配布

　
六
月
二
十
五
日
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
花
い

っ
ぱ
い
運
動
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。

　
作
文
を
読
む
藤
巻
さ
ん

　
町
長
あ
い
さ
つ
、
議
会
議
長
祝
辞

の
あ
と
千
手
小
学
校
藤
巻
美
保
さ
ん

（
同
校
花
い
っ
ぱ
い
委
員
長
）
が
作

文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
続
い
て
種
苗
が
贈
呈
さ
れ
る
公
共

施
設
等
を
代
表
し
て
千
手
小
・
渡
辺

校
長
が
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
六

年
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー

三
十
個
に
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

南
雲
町
長
、
押
木
議
長
、
金
子
教
育

委
員
長
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
同
時
に

種
苗
を
積
ん
だ
車
が
出
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
六
台
の
車
に
は
役
場
職
員

十
余
人
が
分
乗
、
各
町
内
の
嘱
託
員

宅
ま
で
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
配
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
、
凄
ノ

ま
　
　
　
し
　
　
レ

．3花こと‘
1サ2レビア

「燃ゆる想

ゼリゴール

筆　r真　実

麟霜鰯ヂ

芸
能
ま
つ
り

8
月
17
日
（
日
）
に
確
定

　
　
午
後
2
時
か
ら
総
合
体
育
館

　
当
初
八
月
十
五
日
を
予
定
し
て
い

た
芸
能
ま
つ
り
を
、
十
七
日
の
日
曜

日
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
六
月
十
二
日
商
工
会
、
農
協
と
役

場
関
係
者
の
打
合
会
で
正
式
に
決
ま

り
ま
し
た
。
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に
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・
響

調印後町長を中心に握手する福田大東紡常務㊨と吉楽社長

　
昨
年
七
月
か
ら
操
業
し
て
い
る
大

東
紡
織
㈱
（
橋
川
真
巳
社
長
、
資
本

金
十
五
億
円
）
で
は
、
工
場
を
拡
張

す
る
こ
と
が
、
六
月
十
日
正
式
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
東
証
一
部
に
上
場
し
て

い
る
毛
織
物
の
専
門
メ
ー
カ
ー
で
、

昨
年
、
旧
千
手
中
体
育
館
に
企
業
進

出
し
、
地
元
従
業
員
を
雇
用
、
日
産

百
枚
の
ぺ
ー
ス
で
羊
毛
ふ
と
ん
を
製

造
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
工
場
は
、
上
野
向
山
地
内

の
吉
楽
土
建
機
材
倉
庫
の
二
階
（
二

百
四
十
七
平
方
ど
と
一
階
の
一
部

（
六
十
三
平
方
ど
を
借
り
て
ス
タ

ー
ト
す
る
も
の
。
こ
の
日
、
南
雲
町

長
の
仲
介
で
、
大
東
紡
側
か
ら
は
福

田
欽
次
常
務
と
吉
楽
土
建
吉
楽
正
雄

社
長
間
で
貸
借
契
約
が
結
ば
れ
ま
し

た
。　
大
東
紡
で
は
、
こ
の
新
工
場
に
新

た
に
二
千
万
円
を
投
資
し
、
先
の
工

場
と
あ
わ
せ
て
日
産
百
八
十
枚
ぺ
ー

ス
に
乗
せ
る
計
画
。
調
印
に
立
会
っ

た
福
田
常
務
は
「
新
潟
（
川
西
）
工

場
は
我
々
の
予
想
以
上
の
生
産
性
を

伸
ば
し
て
い
る
。
今
回
の
拡
張
で
も

さ
ら
に
よ
い
成
績
を
上
げ
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
新
工
場
は
、
七
月
中
に
は
操
業
開

始
の
予
定
で
す
。
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畠寄琶も囎蟷も囎
　　　セ
L　辱虜拶ら

鴫

、

な
つ
か
し
き
故
郷
に

　
　
思
い
を
馳
せ

勝
田
市

　
毎
月
「
広
報
か
わ
に
し
」
楽
し
く

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
故
郷
を
後
に
し
た
の
は
、
ま
だ
残

雪
も
多
か
っ
た
四
十
四
年
（
当
時
五

十
八
歳
）
の
五
月
初
旬
で
し
た
。
あ

て

登
坂
　
邦
視
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
瀬
出
身
）

れ
か
ら
十
七
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
家
族
は
二
夫
婦
と
孫
三
人
で
七

人
の
大
家
族
で
す
が
、
毎
日
を
楽
し

く
幸
せ
い
っ
ぱ
い
に
暮
し
て
い
ま
す
。

　
茨
城
の
勝
田
と
い
う
と
こ
ろ
は
風

水
害
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
雪
も
降
ら

ず
、
実
に
自
然
環
境
の
良
い
住
み
良

い
所
で
す
が
、
時
折
、
思
い
出
す
の

は
故
郷
で
す
。
人
も
山
も
川
も
何
も

か
も
が
懐
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
町
が
進
歩
し
た
の
は
、
何
ん
と
い

っ
て
も
道
路
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に

　
上
の
写
真
は
、
東
京
・
両
国
の
小

林
和
蔵
さ
ん
（
中
仙
田
出
身
）
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ス
ラ
イ
ド
カ
ラ

ー
写
真
で
す
。
三
十
三
年
春
、
中
仙

田
で
の
「
代
掻
き
」
風
景
で
す
。

　
そ
の
こ
ろ
の
ヵ
ラ
ー
写
真
と
い
え

ば
、
ま
ず
ス
ラ
イ
ド
と
し
て
現
像
し
、

そ
れ
を
プ
リ
ン
ト
す
る
の
に
フ
ィ
ル

ム
会
社
へ
直
接
送
る
の
で
し
た
か
ら
、

二
週
間
以
上
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
し
、
ま
だ
ま
だ
庶
民
に
は
手

の
出
な
い
高
価
な
「
色
付
き
写
真
」

だ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

付
随
し
た
す
べ
て
が
発
展
の
一
途
を
．
鱗
距

た
ど
っ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
　
建
継

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
糊
槻
、

　
町
の
発
展
の
源
を
な
す
議
会
が
、
　
撫
魏

一
番
大
切
な
機
関
で
す
が
、
各
議
員
漁
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
り
　

さ
ん
の
熱
心
な
質
問
や
、
当
事
者
の
’
糖
偶

ご
努
力
に
は
た
だ
た
だ
感
激
し
て
お
難

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
馳

　
二
、
三
年
に
一
回
は
帰
省
し
て
い
－
旧
熊

ま
す
．
昨
年
は
＋
九
人
と
い
う
団
体
錦
、

（
子
供
や
外
孫
や
弟
家
族
）
で
松
葉
．
鰍
、
撫

荘
へ
お
世
話
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
　
博
鍍

モ
ダ
ン
な
建
物
で
み
ん
な
大
喜
び
で
事
冠

泊
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
室
意
．

　
そ
の
後
、
こ
こ
を
中
心
に
観
光
的
頒
曜

な
場
所
に
す
る
と
か
．
将
来
の
時
代
鞍

の
変
遷
を
も
考
え
合
せ
た
立
派
な
観
畑
雑

光
地
が
出
来
ま
す
こ
と
を
期
待
し
、
　
鱒
加

町
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
簸
一

　
し
か
も
、
農
業
の
機
械
化
は
め
ざ
　
　
る
こ
と
の
で
き
な
い
光
景
と
な
っ
て

ま
し
く
、
あ
れ
か
ら
一
二
十
年
足
ら
ず
　
　
し
ま
い
ま
し
た
。
歴
史
を
語
る
う
え

の
う
ち
に
、
も
は
や
、
町
内
で
は
見
　
　
で
貴
重
な
写
真
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、

田
中
与
三
郎

さ
ん
（
山
野

田
）
か
ら
お

借
り
し
ま
し

た
。
　
　
「
昭
和
三

十
一
年
八
月

九
日
マ
ル
イ

魚
店
階
上
広

間
で
町
村
合

併
調
印
式
」

と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
日
、

こ
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
川

西
町
が
誕
生

し
た
と
も
い

え
ま
す
。
文

字
ど
お
り
「

合
併
前
夜
」

の
記
念
撮
影

で
、
記
念
誌

な
ど
に
は
な

　㎜㎜

く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
写
真
と
な

り
ま
し
た
。

　
い
ま
も
ご
活
躍
中
の
人
の
若
か
り

し
風
ぼ
う
や
、
す
で
に
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
顔
な
ど
一
人
ひ
と
り
お
わ

か
り
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　
た
ま
た
ま
こ
の
と
き
委
員
の
一
人

と
し
て
同
席
し
た
小
林
伝
司
さ
ん

（
中
屋
敷
）
が
撮
影
し
た
も
の
で
、
同

氏
が
写
っ
て
い
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
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・
霊
蒸
ど
描
搬
潅
嚢

有
利
に
導
い
て
く
れ
た
。
貞
享
年
間

（
一
六
八
四
～
八
七
）
に
、
赤
谷
城

主
の
三
河
玄
蕃
守
が
戦
勝
の
神
木
と

し
て
あ
が
め
、
そ
の
霊
験
あ
ら
た
か

さ
が
近
在
の
村
々
に
伝
わ
り
、
近
世

以
降
の
兵
士
は
ケ
ヤ
キ
の
皮
を
身
に

つ
け
て
従
軍
し
た
。

　
古
来
、
オ
ス
ナ
サ
マ
（
産
土
神
）

の
「
大
木
（
お
お
ぎ
）
の
木
」
と
し
て

崇
拝
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
伝
説
を
残

し
、
ム
ラ
の
人
た
ち
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
。

は
周
囲
五
メ
ー
ト
ル
、
枝
張
り
十
七

メ
ー
ト
ル
で
、
樹
齢
は
五
百
年
か
ら

六
百
年
と
推
定
さ
れ
る
。
子
杉
は
周

囲
ニ
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
二
十
三
メ
ー

ト
ル
で
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　
「
子
育
て
杉
」
で
、
嫁
と
姑
が
一

緒
に
幹
を
な
で
る
と
ア
ネ
サ
が
身
ご

も
っ
て
安
産
し
、
生
ま
れ
た
子
は
こ

の
杉
と
遊
ん
で
成
長
し
た
。
そ
の
い

っ
ぽ
う
で
「
祈
り
の
杉
」
と
も
い
わ

れ
、
丑
三
つ
時
（
午
前
二
時
）
に
な

る
と
心
を
病
む
近
在
の
女
性
た
ち
が

呪
い
の
釘
（
く
ぎ
）
や
わ
ら
人
形
を
打

ち
込
ん
だ
。
そ
の
錆
（
さ
）
び
た
釘
を
、

親
杉
の
根
元
の
あ
た
り
に
今
な
お
悲

し
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

物
語
（
巻
第
一
）
で
も
知
ら
れ
る
高

貴
な
霊
木
で
あ
る
。

　
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
が
諸
行
無
常

を
伝
え
、
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
が
、

赤
谷
十
二
神
社
の

　
　
　
　
大
ケ
ヤ
キ

　
坂
上
田
村
麿
が
東
征
の
お
り
に
手

植
え
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
、
ム

ラ
の
開
祖
の
久
助
が
上
方
参
り
の
記

念
に
植
え
た
と
も
語
り
継
が
れ
て
い

る
。
十
二
神
社
の
境
内
に
あ
り
、
周

囲
十
メ
ー
ト
ル
余
、
樹
高
四
十
七
メ

ー
ト
ル
、
樹
齢
は
お
よ
そ
八
百
年
と

推
定
さ
れ
、
樹
勢
な
お
盛
ん
な
県
の

文
化
財
（
天
然
記
念
物
）
で
あ
る
。

　
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
二
抱

え
も
あ
り
、
上
杉
家
臣
の
長
谷
川
元

右
衛
門
朝
光
が
、
こ
の
木
の
傍
ら
に

建
立
し
た
の
が
十
二
神
社
で
、
当
時

の
赤
谷
は
八
戸
を
数
え
た
と
い
う
。

　
世
が
乱
れ
て
戦
争
に
な
る
と
必
ず

出

陣
し
て
士
卒
を
守
護
し
、
戦
い
を

元
町
諏
訪
社
の

　
　
　
　
親
　
子
　
杉

　
坂
上
田
村
麿
に
従
っ
て
東
征
し
た

坂
下
宗
正
が
、
こ
の
地
で
休
養
し
、

都
へ
旅
立
つ
と
き
の
記
念
に
植
え
た

小
杉
の
二
代
目
に
当
る
と
い
う
。
こ

の
口
伝
を
裏
付

け
る
か
の
よ
う

に
、
神
社
の
境

内
に
巨
木
の
伐

り
株
が
か
な
り

あ
り
、
付
近
に

は
宗
正
の
地
名

も
残
っ
て
い
る
。

現
在
の
親
杉

長
徳
寺
の

　
　
　
沙
羅
双
樹

　
伊
勢
平
治
は
長
徳
寺
裏
の
、
月
見

荘
の
上
手
に
ひ
と
も
と
の
沙
羅
双
樹

が
繁
っ
て
い
る
。
釈
尊
が
浬
繋
（
ね

は
ん
）
の
さ
い
に
、
樹
色
が
白
変
し

て
枯
れ
た
と
い
う
こ
の
樹
は
、
平
家

仁
田
熊
野
社
の

　
　
　
　
　
　
　
大
　
杉

　
歴
史
の
古
い
仁
田
熊
野
社
は
な
ぜ

か
北
向
き
に
建
立
さ
れ
、
創
立
年
月

も
不
詳
な
ナ
ゾ
の
多
い
社
で
あ
る
。

長
い
間
、
ム
ラ
の
栄
古
盛
衰
を
見
守

っ
て
き
た
境
内
の
大
杉
は
根
元
が
一

本
で
、
地
上
三
十
セ
ン
チ
の
あ
た
り

か
ら
二
本
に
分
か
れ
て
大
き
く
天
に

伸
び
て
い
る
。

　
胸
高
周
り
は
そ
れ
ぞ
れ
五
．
三
メ

ー
ト
ル
と
五
・
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

雪
国
特
有
の
き
び
し
い
冬
と
、
深
い

雪
に
耐
え
て
生
き
ぬ
く
樹
勢
の
お
う

盛
な
双
生
樹
で
、
川
西
の
杉
の
王
様

と
い
え
る
。

　
西
高
東
低
の
冬
型
が
続
く
と
、
積

も
っ
た
雪
が
人
家
の
屋
根
に
落
ち
、

夏
場
は
、
境
内
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

栄
え
る
者
は
必
ず
滅
び
る
理
（
こ
と

わ
り
）
を
表
わ
す
と
い
う
だ
け
に
、

住
職
の
奥
山
湖
南
師
に
よ
る
と
、
十

七
夜
の
こ
ろ
の
夕
方
に
一
晩
だ
け
こ

ぶ
し
大
の
白
い
花
が
開
き
、
夜
明
け

を
待
た
ず
に
散
る
、
う
た
か
た
の
清

楚
な
花
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
方
丈
様
は
、
　
「
月
見
荘
を
建
て
る

と
き
に
根
を
痛
め
た
の
か
、
年
ご
と

に
樹
勢
が
弱
ま
る
。
枯
れ
た
大
幹
を

切
除
し
て
回
復
を
待
っ
た
が
、
余
命

い
く
ば
く
も
な
い
よ
う
で
切
な
い
」

と
話
し
て
い
た
。

に
枯
枝
が
落
ち
た
り
し
て
危
な
い
。

　
四
十
年
ほ
ど
前
に
、
　
「
伐
採
し
よ

う
」
と
ム
ラ
中
で
協
議
し
た
が
賛
否

両
論
で
ま
と
ま
ら
ず
、
無
記
名
投
票

で
伐
り
倒
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
伐
る
直
前
に
関
係
者
の

奥
さ
ん
の
一
人
が
急
死
し
、
こ
れ
は

「
神
の
た
た
り
だ
！
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
以
後
は
、
ふ
た
た
び
、
ム

ラ
の
衆
か
ら
神
木
と
し
て
あ
が
め
ら

れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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故
数
藤
奥
治
郎
さ
ん

勲
六
等
瑞
宝
章
の
栄
誉

　
五
月
二
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
沖
立

の
数
藤
奥
治
郎
さ
ん
（
享
年
八
十
七

歳
）
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
勲
六

等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

数
藤
さ
ん
の
主
な
公
職
歴

轡
麺
千
手
町
譲
順
年
）

饗
祖
）
川
西
町
鎌
本
欝

委
員
等
歴

4
・
9
・
0

63
●
9
●
9 3
）
国
保
運
営
委
員
（
二
年
）

3
　
　
　
　
n
乙

　雛
瑚
）
選
挙
管
理
委
員
（
醇
）

　警
り
民
生
委
員
（
七
年
八
月
）

4
　
1
　
3

叙
　
勲

　
永
年
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
、

特
に
功
績
顕
著
な
者

　
七
十
歳
以
上
の
元
職

　
　
町
村
長
　
　
　
　
　
十
年

　
　
町
村
議
会
議
員
　
　
　
十
二
年

　
　
選
管
委
員
、
監
査
委
員
三
十
年

　
現
在
、
町
に
は
八
人
の
該
当
者
が

い
ま
す
。
毎
年
春
と
秋
の
叙
勲
に
は

上
申
し
て
い
ま
す
。

　
六
十
年
秋
の
叙
勲
で
は
、
全
国
で

四
、
四
九
四
人
、
新
潟
県
は
九
二
人

が
受
章
し
ま
し
た
。

6月3日から

電算スタート
｛【→〔｛【裾4“衣“女ζ裾裾衣“女ζ4ζ衣潔

の簿名人
能
挙
可
選
が

　
　
ど

付
な

　
　
し

一
父　
　
出

の
票
打

民住

　
六
月
三
日
か
ら
役
場
窓
口
の
一
部

が
電
算
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
票
の
交
付
が
可
能
に
な
っ
た

ほ
か
、
住
民
基
本
台
帳
に
関
連
す
る

記
録
、
た
と
え
ば
、
人
口
統
計
、
選
挙

人
名
簿
、
成
人
者
名
簿
、
就
学
名
簿
、

住
民
検
診
名
簿
、
老
人
名
簿
な
ど
が

容
易
に
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

（野ロ）

正さん繁越村

孝思議な殿里物

　
ひ
と
め
見
て
び
っ
く
り
。
な
ん
と

こ
の
オ
ー
ト
バ
イ
、
メ
ッ
キ
の
ピ
カ

ピ
カ
と
車
体
の
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
大
変
き
れ
い
な
、
正
に
「
鉄
の
馬
」

と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

　
ハ
レ
ー
と
い
う
こ
と
ば
は
聞
い
た

こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
お
目
に
か
か

っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
初
め
て
。
そ

こ
で
い
ろ
い
ろ
と
、
お
た
ず
ね
し
て

き
ま
し
た
。

　
「
車
種
は
ハ
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン

ロ
ー
ラ
イ
ダ
ー
、
排
気
量
は
一
三
四

〇
㏄
で
、
総
重
量
約
三
五
〇
キ
・
く
ら

い
か
な
ー
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

ア
メ
リ
カ
製
、
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
。

　
ち
ょ
う
ど
、
う
か
が
っ
た
日
は
群

馬
県
の
赤
城
方
面
に
関
越
高
速
道
を

ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
っ
て
来
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
乗
り
ご
こ
ち
は
ど
ん
な

も
の
で
す
か
。

「
日
本
の
車
は
故
障
も
な
い
し
、
ス

ム
ー
ズ
過
ぎ
て
味
が
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
車
で
、
の
ん
び
り
と
高
速
道
路

を
走
っ
て
い
る
時
は
、
四
輪
車
と
は

ま
た
違
っ
た
気
分
で
、
乗
り
ご
こ
ち

は
最
高
1
」

　
最
近
、
オ
ー
ト
バ
イ
ブ
ー
ム
と
い

う
こ
と
で
、
特
に
ハ
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド

ソ
ン
の
魅
力
を
お
う
か
が
い
し
た
ら

「
V
ッ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
大
地
を
馳

け
る
よ
う
な
振
動
が
、
ま
る
で
生
き

も
の
み
た
い
な
鼓
動
と
し
て
伝
わ
っ

て
来
ま
す
。
不
思
議
な
乗
り
物
で
す
已

　
日
頃
、
忙
し
い
商
売
の
、
た
ま
の

休
み
に
、
　
「
鉄
の
馬
」
に
ま
た
が
り
、

さ
っ
そ
う
と
走
っ
て
い
る
村
越
さ
ん

を
見
た
ら
、
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
。
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⑳⑦㊦、

イ亭電の　、
　　由突oりせ

〆

●7月23日（水）午後1時から5

　時まで．小脇、高倉の全部

●8月5日（火）午前8時から正

　午まで　原田、根深の全部

　　　一　 　、『嵐融．膿，、r、匿　　野、｝　一騨ζヤ

　夏だよりをあの方へ！

　　　6月15日～8月31日

　今年から暑中見舞用はがきに

もくじが付いています。

抽選日は、9月15日

等級 音　　　　　　　口
貝　　　　　　叩

当せん本数

A賞 多機能カラーテレビ 480

B賞 ス　テ　ン　レ　ス　ホ　ッ　ト 120，000

C賞 ふみの日小型切手シート 4，800，000

　　　　　労働者生活安定資金融資制度
申込受付期間　昭和61年6月1日～昭和62年3月20日
申込方法　借入申込書に関係書類を添えて、労働金庫本、支店に提

　　　　　　出してください。
取扱金融機関　新潟県労働金庫（十日町支店）

　　　　　　十日町市寿町4－1－20　（0257）57－8300
お問い合せ先　新潟県商工労働部労政課

　　　　　　　新潟市新光町4－1　　（0252）85－5511
　　　　　　長岡労政事務所（総合庁舎内）

　　　　　　　長岡市四郎丸町173－2（0258）38－2546

観縦欝資　i欝鞭定資金融資
　　　　　　　　　　　　　じ謬利馬響き獄方　　　　　　　i　　慧劃翔懇き獄方

　中小企業に雇用されている勤i①自己の責任によらないで離

労者で、次の各号に該当する者　i　　職し・現に求職活動をしてい

①同一事業所に1年以上勤務i　る者・
　し、かつ引続き勤務しようとi②県内に1年以上居住し・世
　する者。　　　　　　　　　　i　　帯の生計を維持していた者・

②満20歳以上であること。　i　融資条盤
　融資条篠　　　　　　　　　i　融資限度額　10万円～30万円
融資限度額　10万円～50万円　　　　i　融資利率　年3・8％

融資利率　年6．8％　　　　　　　i　融資期問　3年以内

融資期間　3年以内　　　　　i　返済方法左に同じ
返済方法　・12回・24回・36回払　i　担　　　保　不要

　　　　φチ刊楯撃信日泥挟i保証人左に同じ
証
～

　
　
　
払
済
能

　
　
　
回
返
可

円
　
　
3
6
月
済

砺
　
趾
毎
腿

5
　
　
2
4
等
上

～
％
内
・
均
繰

円
8
以
回
利
意

勿
！

新潟県労働者信

金協会の保証

肚
篠
砺
筋
笄
覗
玩
唯
腰
酬
睦

。
歳
条

保
人
　
証
担
保

　
　
　
　
そ
窃
へ

　
　
　
　
允
翻

　
　
　
㌔
幽
叩

　
　
　
　
　
　
“

…
…
…
…
…
…
－
－
－
…
…
…
－
③

“
や
さ
し
さ
”
に
魅
せ
ら
れ
て

茨
城
県
か
ら

三
領高
橋
幹
子
さ
ん

ー
め
ぐ
り
あ
い
1

　
茨
城
県
筑
波
郡
谷
田
部
町
生
ま
れ
。

東
京
の
織
物
問
屋
に
勤
め
て
い
た
と

き
、
職
場
の
仲
間
で
ス
キ
ー
に
行
き
、

彼
の
や
さ
し
さ
を
発
見
。
そ
れ
以
来

チ
ャ
ン
ス
を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。

交
際
を
始
め
、
一
層
彼
の
“
思
い
や

り
”
　
“
実
直
さ
”
に
魅
せ
ら
れ
一
緒

に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
東
京
に
住

む
予
定
で
い
ま
し
た
が
、
住
め
ば
都

で
、
す
っ
か
り
川
西
の
ひ
と
と
な
り
、

も
う
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ー
川
西
町
に
住
ん
で
の
感
想
は
1

　
八
月
に
こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
の
で

た
な
び
く
稲
穂
の
香
り
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
お
米
は
美
味
し
い
し
、

春
の
山
菜
採
り
の
時
季
は
一
番
素
敵

で
す
ね
。
木
の
芽
、
コ
ゴ
メ
、
ゼ
ン

マ
イ
…
…
ど
れ
を
食
卓
に
出
し
て
も

食
欲
を
そ
そ
る
も
の
ば
か
り
で
体
型

な
ど
気
に
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ワ
。

冬
期
間
の
道
路
の
除
雪
も
近
年
は

良
く
な
り
、
消
雪
パ
イ
プ
も
普
及
し

て
い
て
車
を
運
転
し
て
い
て
も
そ
れ

ほ
ど
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

ー
趣
味
は
1

和
裁
（
師
範
免
許
所
有
）
が
好
き

で
、
実
益
も
兼
ね
頼
ま
れ
て
仕
立
て

物
や
、
家
族
の
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た

ら
、
女
性
の
見
立
て
も
生
か
し
織
物

販
売
を
し
て
い
る
主
人
と
一
緒
に
仕

事
を
や
り
た
い
で
す
。

1
思
う
こ
と
f

　
’県
外
か
ら
来
ら
れ
た
嫁
さ
ん
が
集

ま
っ
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
が
で
き
た
ら
い
い
ナ
ァ

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
賛
同
者
は
い

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ー
家
庭
相
談
係
）
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亡息
善次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

＊
数
藤
伸
治
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
十

　
万
円
（
故
奥
治
郎
さ
ん
の
香
典
返

し
）◎

広
報
発
行
の
一
助
に

＊
小
川
増
蔵
さ
ん
（
三
浦
市
）
か
ら

　
一
万
円

＊
丸
山
伴
四
郎
さ
ん
（
東
京
・
足
立

区
）
か
ら
二
万
円

＊
山
賀
規
司
さ
ん
（
十
日
町
市
）
か

ら
一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
戸
田
守
多
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
三

万
円

＊
東
北
電
力
電
気
友
の
会
（
代
表
川

　
崎
正
子
）
か
ら
一
万
円

＊
小
林
栄
作
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら

三
万
円

・
内
山
ア
ヤ
ノ
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

●
篶
一
（
馨
立
き
「
キ
四
．

聯
－
ん
・
仁
多
㊧
、

・
上
野
婦
人
部
か
ら
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ

ー
ヤ
ー
ほ
か

．
高
橋
　
一
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
、
千

歯
ほ
か

　
　
　
　
　
　
次
の
方
の
町
内
名
と

氏
が
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
高
橋
健
さ
ん
（
田
戸
）

　
　
　
　
　
　
　

　
平
野
良
二
さ
ん
（
中
島
町
）

お
詫
び

先
月
号
で
、

川
西
町
職
員

　
　
　
　
　
　
採
用
予
定

　
町
で
は
、
六
十
二
年
度
職
員
採
用

を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

職
　
種

学
歴
等

採
用
予
定

人
　
　
　
員

一
般
事
務

高
卒
以
上

一
名

保
健
婦

国
家
試
験

合
格
者

一
名

看
護
婦

〃

一
名

　
申
込
手
続
等
、
募
集
要
領
の
細
部

に
つ
い
て
は
、
次
号
に
公
表
す
る
予

定
で
す
。
　
（
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務

課
へ
）

障
害
基
礎
年
金
！

ど
の
よ
う
な
と
き
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
初
診
日
に
お
い
て
次
の
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
が
、
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
一
級
又
は
二
級
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
初
診
日
前
に
保
険
料
納
付
済
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
を
含

み
ま
す
。
）
が
加
入
期
間
の
三
分
の
二
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

②
被
保
険
者
で
な
い
者
に
つ
い
て

　
は
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
で
あ

　
っ
て
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
、

　
か
つ
、
六
〇
歳
以
上
六
五
歳
未
満

　
で
あ
る
こ
と
。

　
　
（
注
）
初
診
日
が
昭
和
七
一
年

　
　
四
月
一
日
以
前
で
あ
る
傷
病
に

　
　
よ
る
障
害
に
つ
い
て
は
、
前
述

　
　
の
三
分
の
二
以
上
の
保
険
料
納

　
　
付
要
件
に
該
当
し
な
い
場
合
で

　
　
も
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、

　
　
初
診
日
の
属
す
る
月
前
の
真
近

　
　
の
基
準
月
の
前
月
ま
で
の
一
年

　
　
間
の
う
ち
に
保
険
料
滞
納
期
間

　
　
が
な
い
と
き
は
、
障
害
基
礎
年

　
　
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
初
診
日
が
二
〇
歳
前
に
あ
る
傷
病

に
よ
る
障
害
に
つ
い
て
は
、
改
正
前

は
、
障
害
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

し
た
が
、
改
正
後
は
二
〇
歳
に
達
し

た
と
き
（
二
〇
歳
に
達
し
た
後
に
障

害
認
定
日
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
障

害
認
定
日
）
に
、
障
害
等
級
表
の
一

　
　
一

！
　
1

　
　
　
ず

／
　
　
〆

　
1
　
　
　
’

　
　
！

！　
’

　　　　　　　　　￥

　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　￥　　曳
、　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　、　　　～

年
金
改
正

、
　
　
＼

￥
　
　
￥
　
＼

、

、

　
　
、

　
、

、

　ヤ

　　／＿、／

　
ヤ～
く
し

　
ノ

級
又
は
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

と
き
は
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
障
害
基
礎
年
金
に
つ

い
て
は
、
本
人
所
得
制
限
及
び
公
的

年
金
受
給
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
配

偶
者
・
扶
養
義
務
者
所
得
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
障
害
認
定
日
に
お
い
て
障
害
等
級

表
の
一
級
又
は
二
級
の
障
害
の
状
態

に
な
い
者
が
、
そ
の
後
、
六
五
歳
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
障
害
等
級

表
の
一
級
又
は
二
級
の
状
態
に
該
当

し
た
と
き
は
、
い
わ
ゆ
る
事
後
重
症

に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
（
㊧
障
害
等
級
表
は
、
政
令
で
定
め

　
ら
れ
て
い
ま
す
）

　＼

＼

、

　＼

＼
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－
す
い
臓
及
び

　
　
　

　
　
ひ
臓
の
は
た
ら
き

　
す
い
臓
は
、
細
長
い
器
管
で
ピ
ン

ク
色
を
し
た
臓
器
で
す
。

　
位
置
は
、
十
二
指
腸
の
わ
ん
曲
部

に
は
い
り
込
み
、
胃
の
う
し
ろ
を
左

右
に
走
り
、
左
端
は
、
尾
と
い
わ
れ

細
く
な
っ
て
ひ
臓
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
消
化
腺
（
せ
ん
）
で
あ
る
と
同
時
に

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
内
分
泌
腺
で

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
糖
質
を
グ

リ
コ
ー
ゲ
ン
と
し
て
私
た
ち
の
体
に

貯
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
分
泌
が
う

ま
く
ゆ
か
な
い
時
に
、
血
液
の
中
に

糖
分
が
多
く
な
り
、
糖
尿
病
を
ひ
き

お
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ひ
臓
は
リ
ン
パ
節
に
似
た
構
造
を

も
ち
、
こ
の
中
で
リ
ン
パ
球
を
つ
く

り
古
い
赤
血
球
を
こ
わ
し
抗
菌
作
用

（
バ
イ
菌
と
戦
う
作
用
）
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　
後
面
は
横
隔
膜
。
前
面
は

胃
底
に
接
し
、
卵
巴
扁
平
型

の
も
の
で
す
。

　
急
性
感
染
症
や
、
白
血
病

な
ど
の
と
き
は
こ
の
ひ
臓
が

は
れ
て
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
私
た
ち
の
体
の

中
で
大
切
な
役
割
り
を
し
て

い
る
臓
器
で
す
。
・
健
康
こ
そ

宝
で
す
。
自
分
自
身
の
体
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

翻臨螺

騨　小
　わ
畔拶

厘

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

○
紫
の
雫
を
抱
き
て
藤
の
花

数
本
は
盛
り
を
過
ぎ
し
野
か
ん
ぞ
う

鮎
育
つ
川
に
向
き
た
る
家
二
軒

捨
て
苗
の
一
株
水
に
動
き
を
り

青
空
を
背
に
揺
れ
や
ま
ず
朴
若
葉

　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

夏
帽
の
似
合
う
ガ
イ
ド
は
土
佐
の
人

家
々
に
す
げ
干
し
あ
り
て
綜
ご
ろ

口
数
の
少
な
き
主
鮎
の
宿

診
断
は
老
化
と
言
わ
れ
梅
雨
に
入
る

竜
河
洞
出
れ
ば
続
け
る
木
下
闇

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

夏
シ
ャ
ツ
の
胸
膨
み
し
少
女
か
な

二
坪
の
苺
畑
は
孫
の
も
の

葛
薬
の
花
に
一
列
蟻
の
ぼ
る

残
雪
の
若
葉
の
風
の
く
る
峠

岸
壁
の
滴
り
を
ゆ
く
遊
歩
道

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

犠
慧
骸
接
駿
葛
誉
犠
骸

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
骸
犠
骸
葛
骸
犠
葛
骸
骸
骸
骸
犠

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

田
村
俊
昭

中
村
益
雄

相
崎
よ
こ

渡
邊
八
重
子

丸上丸小田齋江齋
山村山林中喜口木

ムモツトキョ幸ツ
メヨヤヨクキ榮へ

上
野

大
白
倉

室野小上沖

島口脇野立

七七七七五五二
八六二二六一四

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

発
電
所
通
東
七
九
　
　
水
品

根上下中
　　　仙
深野原田

ノ～ノ～ノ～ノ叉

九四四四

　
　
　
か
お
り

相
崎
香
織
与
市

　
　
　
し
の
ぷ

石
川
　
　
忍
　
雅
巳
　
二
男

　
　
　
さ
　
よ

小
川
紗
与
、
睦
長
女

　
　
ま
さ
ゆ
き

佐
藤
　
雅
之
　
喜
一
　
四
男

　
　
　
ち
か

星
名
　
千
夏
肚
一
郎
二
女

　
　
よ
し
ひ
ろ

高
橋
佳
広
　
博
長
男

山
口
ゆ
か
り
　
一
男
二
女

　
　
も
も
　
こ

　
　
　
桃
子
正
幸

　
　
ゆ
う
す
け

羽
鳥
雄
祐
信
一

　
　
　
け
い
こ

小
林
圭
子
　
立
雄
　
長
女

　
　
　
ひ
さ
し

齋
藤
　
　
尚
　
茂
和
　
三
男

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

長
女
発
嚢
（
◎
◎
縣
戴
井
舗
蕪
客

学
校
町

赤
谷

仁坪伊野
田山友口

長
女
新
町
新
田

長
男
木
落

中
仙
田

朝
日
町

（
◎

◎
雛
脹
難
旛
鞭
り

◎
新
郎
藤
巻
　
由
夫
　
塩
　
辛

（
◎
新
婦
緯
特
二
緩
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

（
◎◎
篇
難
豚
眞
黙

（
◎

◎
雛
馨
靱

（
◎
◎
蒲
難
ひ
編

下下神伊三岩
灘蒔友希瀬
か田か　か
ら　　り　　り

郭
公
や
高
原
に
解
く
旅
疲
れ

賜
み
見
る
岩
鏡
み
な
傭
き
て

上
州
の
蚕
ど
こ
ろ
と
言
う
桑
若
葉

湯
煙
の
西
の
河
原
の
峡
若
葉

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

梅
雨
晴
の
天
橋
立
一
文
字
に

打
仰
ぐ
古
刹
の
巨
杉
苔
の
花

名
刹
に
一
夜
の
修
業
梅
雨
の
坊

朴
咲
き
て
新
し
き
道
大
曲
り

　
　
　
　
　
　
室
島
米
山
米
峰

バ
ス
し
き
り
埃
に
白
き
夏
の
草

浬
繋
会
に
仏
心
の
ひ
と
日
か
な

背
の
子
と
声
を
合
せ
て
螢
呼
ぶ

　　　投　句　要　領

レはがき1枚に5旬前後。レ題はと
くに定めません。そのときの季節に

合ったものならなんでも可。》町内

名、氏名（雅号でもよい）明記。》

川西町役場内「文書広報係」または、

中央町「太田白南風」あて。

》毎月末日〆切。》初心者の投句歓
迎。

騨雛雛櫨襯毒誕撃も　　　　　　　ゆ》：饗　6月の交通事故発生件数諺
o●O　　　　　　　　　　　　　　 o◎●
？轟　　　　　　．？轟
縫　　 累計騒
確件　数2（1）6（7）轄
θ●●　　　　　　　　　　　　 剣』●

轄傷　者5（1）9（ゆ“＄
籍死　者0（0）0（0）羅
蓼2酒よい0（0）0（3）孝ま
鰭、加　　　　？：搬酒論び0（1）0（”）誠

難　（）内は前年比較．嚢

幟灘搬x鷺描瓢斧｝1曇：

心
配
ご
と
相
談

・
7
月
1
6
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
　
〃
2
3
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
　
〃
3
0
日
…
…
…
　
〃

・
8
月
6
日
・
…
元
町
集
落
セ
ン
タ
ー

・
　
　
1
3
日
…
…
…
公
民
館
橘
分
館

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で


